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長
野
大
会
に
望
む

　
十
三
年
前
日
本
仏
教
発
祥
の
霊
地
高

野
山
で
第
一
回
を
開
い
た
全
日
本
仏
教

徒
会
議
は
、
こ
と
し
そ
の
第
十
三
回
大

／

、
L
、
、

本俊道師

会
が
信
濃
善
光
寺
、
庶
民
仏
教
の
霊
場

大
衆
信
仰
の
仏
都
で
あ
る
長
野
市
で
催

さ
れ
る
。
日
本
仏
教
徒
と
し
て
早
く
か

ら
待
望
し
て
い
た
会
場
で
あ
る
。
長
野

県
仏
教
会
の
半
載
余
の
準
備
と
、
仏
教

大
衆
運
動
の
新
展
開
へ
の
意
欲
は
、
八

月
十
八
、
九
両
日
立
派
な
成
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
次
第
で
あ

る
。
と
同
時
に
大
会
の
趣
旨
に
あ
る
通

り
、
仏
教
徒
が
大
同
団
結
し
て
真
の
平

和
と
人
類
福
祉
の
た
あ
の
原
動
力
と
な

っ
て
、
当
面
す
る
幾
多
の
諸
問
題
に
い

栗

本

俊

道

か
に
対
処
す
る
か
の
具
体
的
な
討
議
考

究
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
殊
に
、
今
ま
で
の
十
二
回
の
会
議
を

欠
か
さ
ず
な
ん
ら
か
の
役
職
で
関
係
し

て
来
た
私
と
し
て
は
、
過
去
の
実
績
を

顧
み
て
感
隈
ひ
と
し
を
の
も
の
あ
り
、

痛
烈
な
反
省
に
基
づ
く
、
仏
教
徒
と
し

て
の
今
度
こ
そ
は
の
大
き
な
希
望
を
抱

く
一
人
で
も
あ
る
。
昨
年
静
岡
大
会
で

盛
り
あ
げ
ら
れ
た
仏
教
運
動
の
具
体
化

が
そ
の
一
で
あ
る
。
そ
し
て
年
一
回
の

全
仏
教
徒
会
議
を
仏
教
興
隆
の
一
大
転

機
と
す
る
こ
と
が
そ
の
二
で
あ
る
。
檀

信
徒
教
化
関
係
の
部
会
を
実
ら
せ
、
十

三
仏
青
の
活
動
を
重
点
に
、
交
化
運
動

や
国
際
問
題
に
仏
教
の
役
割
を
果
た
す

た
め
に
、
日
本
仏
教
人
口
の
組
織
化
運

動
資
源
の
財
政
基
盤
の
確
立
強
化
に
参

加
者
の
衆
智
を
あ
つ
め
、
全
納
は
そ
の

機
関
と
し
て
盛
り
あ
げ
る
底
力
と
根
性

と
を
浸
透
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
会
議
の
結
果
、
決
議

事
項
の
実
行
に
つ
い
て
は
、
全
仏
へ
の

拘
束
力
は
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
当

局
者
は
卒
直
に
そ
の
要
望
を
受
け
容

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
機
関
に
は
か
り
積
極
的

に
具
体
化
す
る
こ
と
に
忠
実
で
あ
り
た

い
。
そ
れ
が
事
功
の
組
織
拡
充
の
発
展

策
と
な
り
、
全
山
へ
の
建
設
的
批
判
の

解
決
策
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
、
今
度
の
長
野
大
会
参
加
者
は
真
剣

に
現
段
階
に
お
け
る
日
本
仏
教
興
隆
に

適
切
な
討
議
を
行
な
い
、
仏
教
者
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
逸
脱
し
た
歌
論
や
実
行

も
出
来
な
い
事
項
を
決
議
す
る
こ
と
な

く
、
議
案
審
査
の
取
扱
い
に
慎
重
を
期

し
て
、
提
案
者
も
部
会
員
も
、
本
大
会

を
し
て
有
終
の
美
を
飾
ろ
う
こ
と
を
希

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
著
者
は
元
手
仏
総
務
局
長
、
現
組
織

専
門
委
員
長
）

（
な
お
長
野
大
会
参
加
希
望
者
は
、
全

仏
組
織
局
あ
て
に
お
早
目
に
お
申
込
み

下
さ
い
。
）
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全
国
戦
没
者
尉
心
霊
法
要

見
仏
主
催
で
七
月
三
日

総
持
寺
で
開
催

　
全
盤
で
は
日
本
遺
族
会
の
後
援
の
も

と
に
、
七
月
三
日
午
後
二
時
か
ら
、
世

界
平
和
を
祈
願
し
て
、
　
「
終
戦
二
十
周

年
全
国
戦
没
者
追
悼
大
法
要
」
を
、
横

浜
市
鶴
見
の
大
本
山
総
持
寺
に
お
い
て

岩
本
勝
俊
同
型
副
貫
首
の
大
導
師
の
も

と
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
仏
高

階
会
長
も
出
席
し
て
弔
辞
を
の
べ
る
。

　
な
お
法
要
終
了
後
、
全
仏
顧
問
、
元

東
大
教
授
長
井
真
琴
博
士
が
、
追
悼
講

演
を
行
な
う
。
当
日
は
全
国
か
ら
戦
没

者
遺
家
族
、
昭
和
磁
器
再
々
員
、
一
般

仏
教
徒
多
数
が
参
集
す
る
。
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印
度
仏
跡
を
巡
拝
し
ま
し
ょ
う

一
、
期
　
間

一
、
旅
　
程

第
一
班
、
十
一
月
六
日
（
土
）
出
発
、

十
二
月
三
日
（
金
）
帰
国
、

第
二
班
、
十
一
月
十
三
日
（
土
）
出
発

十
二
月
十
日
（
金
）
帰
国

夫
々
二
十
八
日
間

タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
印
度
、
ネ
パ
ー
ル
、

セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
香
港
、

台
湾
（
別
紙
日
程
参
照
）

、　 、　 、

勤人費

動員用

一
、
〆
　
切

一
、
申
　
込

ぎ

主
　
催

金
五
十
五
万
四
千
円

両
班
と
も
二
十
名
迄

僧
俗
男
女
を
問
わ
ず
、

に
参
加
出
来
ま
す
。

九
月
末
日
動

二
仏
国
際
局
あ
て
、

局
に
ご
ざ
い
ま
す
。

直
通
電
話
圃

　
　
　
　
　
　
（

　
全
　
日
　
本
　
仏

書
方
で
も
自
由
～

申
込
用
紙
は
国
際
晒
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二
九
六
九
番

教
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我
々
塗
絵
ニ
ュ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
六

名
が
サ
イ
ゴ
ン
入
り
し
て
三
日
目
の
三

月
六
日
、
仏
教
徒
の
中
心
で
あ
る
南
ベ

ト
ナ
ム
仏
教
統
一
教
会
を
訪
れ
た
。
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
に
く
宙
Z
＝
O
＞
U

＞
O
（
化
道
院
）
と
紙
に
書
い
て
渡
す
と

威
勢
よ
く
走
り
だ
す
。
サ
イ
ゴ
ン
市
の

外
れ
に
近
く
、
前
方
に
鉄
条
網
に
囲
ま

れ
た
大
き
な
バ
ラ
ッ
ク
が
み
え
て
き
た

こ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
国
寺
か
。
正
直
な
所

と
ま
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
市
内
の
サ
ロ

イ
寺
院
始
め
多
く
の
伽
藍
は
ど
れ
も
み

な
堂
々
た
る
構
え
で
あ
る
の
に
、
総
本

山
が
な
ぜ
こ
ん
な
ガ
ラ
ン
と
し
た
、
み

す
ぼ
ら
し
い
建
物
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
こ
の
謎
は
後
日
解
け
た
が
、
度
重

な
る
弾
圧
か
ら
仏
教
徒
た
ち
が
自
衛
の

た
め
に
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
門
を
入
っ
て
左
に
ブ
ロ

ッ
ク
造
り
の
事
務
所
、
正
面
に
バ
ラ
ッ

ク
建
の
本
堂
（
？
）
、
そ
の
手
前
右
に

僧
堂
（
？
）
の
よ
う
な
小
さ
目
の
バ
ラ

ッ
ク
が
あ
る
。
事
務
所
の
新
聞
室
に
赴

き
、
全
日
本
仏
教
会
か
ら
の
紹
介
状
を

だ
し
て
来
意
を
告
げ
る
。
こ
ち
ら
の
英

語
は
通
じ
な
い
。
先
方
の
フ
ラ
ン
ス
語

は
残
念
な
が
ら
解
ら
な
い
。
そ
れ
で
は

と
中
国
語
で
筆
談
を
試
み
る
。
結
局
ジ

ェ
ス
チ
ュ
ア
と
知
っ
て
い
る
限
り
の
フ

ラ
ン
ス
語
を
な
ら
べ
た
て
て
話
が
通
じ

た
Q
三
日
後
の
午
後
四
時
に
来
い
と
い

う
こ
と
だ
。
門
外
に
出
て
タ
ク
シ
ー
を

待
つ
問
に
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
こ
の

国
の
一
般
大
衆
に
仏
教
が
い
か
に
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
私
が
手
を
上
げ
て
も
中

々
止
ま
ら
な
い
タ
ク
シ
ー
も
、
僧
侶
が

手
を
上
げ
る
と
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
。
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
僧
侶
は
タ
ク
シ

ー
代
を
払
う
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
運

転
手
か
ら
喜
捨
を
う
け
て
い
る
。
俗
に

い
う
ベ
ト
ナ
ム
に
は
四
つ
の
政
府
が
あ

る
と
、
す
な
わ
ち
、
時
の
政
府
、
軍
部
、

ベ
ト
コ
ン
、
そ
し
て
仏
教
徒
が
そ
れ
で

真
の
平
和
を
望
ん
で
い
る
か
を
ぜ
ひ
知

っ
て
ほ
し
い
と
何
度
も
繰
り
か
え
し
話

さ
れ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
に
国
寺
へ
の

立
ち
入
り
自
由
の
お
墨
付
と
、
北
部
の

仏
教
指
導
者
に
あ
て
た
紹
介
状
を
心
よ

く
出
し
て
く
れ
た
の
は
申
す
ま
で
も
な

い
。
　
三
月
十
二
日
か
ら
約
二
週
間
、
カ
メ

ラ
マ
ン
を
つ
れ
て
私
は
十
七
度
線
、
第

二
の
都
会
、
ユ
エ
、
そ
し
て
基
地
の
町

ダ
ナ
ン
を
訪
れ
た
。
ユ
エ
の
町
で
地
区

の
仏
教
指
導
者
、
ド
ン
・
ハ
ウ
師
を
訪

れ
た
際
、
寺
の
境
内
い
っ
ぱ
い
に
飾
り

つ
け
が
し
て
あ
る
。
師
に
お
伺
が
い
し

た
ら
、
貴
方
々
は
仏
縁
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
今
日
こ
れ
か
ら
、
焼
身
自
殺
を
し

た
仏
さ
ま
の
供
養
の
法
要
が
あ
る
の
で

す
。
と
い
う
お
話
。
願
っ
て
も
な
い
チ

ャ
ン
ス
に
取
材
し
た
い
と
申
し
出
た
ら

…
南
ベ
ト
ナ
ム
の
寺
見
て
歩
き
…

大
毎
ニ
ュ
ー
ス
企
画
課
長
　
栗
　
田

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
全
人
口
の
七
割
五

分
を
占
め
る
仏
教
徒
、
そ
の
指
導
者
的

存
在
に
あ
る
僧
侶
の
隠
然
た
る
勢
力
の

ほ
ど
を
こ
こ
に
見
た
よ
う
に
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

　
先
日
の
不
自
由
さ
に
こ
り
た
私
が
、

通
訳
を
同
道
し
て
再
び
ベ
ト
ナ
ム
国
寺

を
訪
れ
た
ら
、
今
度
は
英
語
の
出
来
る

人
が
居
て
、
奥
の
部
屋
に
極
じ
入
れ
ら

れ
た
。
新
聞
室
長
ニ
ヤ
ッ
ト
・
テ
ィ
エ

ソ
師
は
流
暢
な
英
語
で
歓
迎
し
て
く

れ
、
戦
場
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
生
活

を
必
ら
ず
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
、
そ
れ
を

他
国
の
仏
教
徒
に
見
せ
て
貰
い
た
い
。

そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
大
衆
が
ど
の
よ
う

に
考
え
、
行
動
し
て
い
る
か
、
い
か
に

晃

即
座
に
快
諾
さ
れ
、
世
話
が
か
り
と
し

て
英
語
の
出
来
る
檀
徒
を
つ
け
て
く
れ

る
と
い
う
行
き
届
い
た
お
世
話
に
、
お

熱
心
な
信
者
の
私
は
本
当
に
恐
縮
し
て

し
ま
っ
た
。
あ
ま
っ
さ
え
、
高
僧
や
信

徒
の
重
だ
っ
た
方
ば
か
り
の
席
に
招
か

れ
、
お
斉
を
招
ぼ
れ
、
席
上
、
こ
の
二

人
の
日
本
人
は
真
平
な
仏
教
徒
で
あ
り

ベ
ト
ナ
ム
の
す
べ
て
を
取
材
に
来
ら
れ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
紹
介
さ

れ
る
に
い
た
っ
て
は
古
い
表
現
で
は
あ

る
が
、
正
に
冷
汗
三
斗
と
い
う
所
で
あ

る
。　
法
要
は
午
後
六
時
か
ら
真
夜
中
ま
で

続
い
た
。
仏
事
そ
の
も
の
は
一
寸
表
現

出
来
ぬ
ほ
ど
に
強
烈
な
も
の
で
あ
る
。

鮒i難

繍

ド
ラ
、
太
鼓
、
鐘
、
胡
弓
、
笛
の
コ
ー

ラ
ス
と
大
ぜ
い
の
僧
侶
の
読
経
は
、
私

が
知
る
限
り
の
国
内
の
法
要
と
は
お
よ

そ
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
凄
ま
じ
い
ば

か
り
の
音
の
洪
水
で
あ
っ
た
。
こ
の
夜

私
た
ち
の
取
材
の
た
め
、
多
数
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
が
群
衆
整
理
に
当
っ
て
く

れ
た
が
、
み
て
い
て
気
持
の
良
い
ほ
ど

キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
、
そ
し
て
リ
ー
ダ

ー
の
僧
侶
の
命
令
に
即
座
に
し
た
が
う

そ
の
姿
は
、
仏
前
に
ぬ
か
つ
く
三
・
四

才
の
幼
児
の
姿
と
と
も
に
忘
れ
得
ぬ
思

い
出
の
一
つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ベ
ト

ナ
ム
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
を
背
景
と

し
て
お
り
、
寺
院
、
そ
し
て
僧
侶
に
密

接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
ユ
エ
の
市
を
外
れ
た
所
に
あ
る
古
寺

チ
ュ
ー
サ
ソ
寺
を
訪
ね
た
際
、
お
名
前

は
失
念
し
た
が
老
僧
と
筆
談
を
小
一
時

間
に
わ
た
っ
て
交
し
た
。
老
師
は
日
本

と
ベ
ト
ナ
ム
は
同
じ
大
乗
仏
教
の
国
、

ベ
ト
ナ
ム
の
統
一
教
会
に
も
多
く
の
派

が
あ
る
が
、
日
本
は
ど
う
か
と
聞
か
れ

た
。
目
本
に
は
数
多
く
の
宗
派
が
あ
り

本
尊
も
釈
迦
牟
尼
仏
、
阿
弥
陀
如
来
、

大
日
如
来
と
色
々
あ
り
ま
す
と
答
え
た

ら
、
し
ば
し
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
様
子

そ
う
い
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
お
釈
迦

様
と
阿
弥
陀
如
来
の
像
し
か
見
な
い
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
統
一
教
会
は
過
激
派
、
中

道
派
、
隠
分
派
と
別
て
お
り
、
若
干
の

内
部
抗
争
が
あ
る
と
い
う
Q
し
か
し
目

的
と
す
る
所
は
共
産
主
義
打
倒
と
、
戦

斗
の
終
結
、
そ
し
て
平
和
の
樹
立
で
あ

り
、
そ
の
方
法
論
が
違
う
だ
け
だ
と
、

私
の
会
っ
た
仏
教
関
係
者
の
ほ
と
ん
ど

が
話
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
通
訳
を

通
じ
て
の
会
話
が
多
い
た
め
、
十
分
に

そ
の
意
を
く
め
た
と
は
思
え
な
い
。
し

か
し
時
の
政
府
を
動
か
す
ほ
ど
の
力
を

持
っ
た
仏
教
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
銃
声
の

聞
え
ぬ
、
美
し
い
平
和
な
ベ
ト
ナ
ム
に

早
く
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
南

ベ
ト
ナ
ム
の
仏
教
徒
は
日
本
の
仏
教
関

係
者
の
理
解
と
支
援
を
心
の
底
か
ら
期

待
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

～
《
薗
¶
｛
‘
、
ρ
～
《
‘
♂
「
ζ
｛
⊃
竃
，
「
ζ
ρ
，
‘
穐
、
‘
’
b
－
、
，

近
日
中
に
再
開
か

日
韓
両
仏
教
徒
の
交
流

　
懸
案
と
な
っ
て
い
た
韓
国
訪
問
日
本

仏
教
代
表
団
に
つ
い
て
、
そ
の
後
在
京

城
市
の
大
韓
仏
教
羅
漢
宗
側
と
の
交
信

を
重
ね
て
い
た
全
仏
国
際
局
で
は
近
い

将
来
、
出
来
れ
ぽ
今
秋
に
で
も
相
互
の

交
流
の
道
が
開
か
れ
る
だ
ろ
う
と
語
っ

て
い
る
。

　
懸
仏
通
信
八
月
号
は
都
合
で
休
刊
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

聖
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故
ネ
ー
ル
首
相

一
周
年
追
憶
講
演
会
開
く

中
村
博
士
ら
が
熱
弁
ふ
る
う

　
故
ネ
ー
ル
印
度
首
相
の
命
日
に
あ
た

る
五
月
二
十
七
日
の
午
後
六
時
か
ら
、

東
京
新
宿
の
安
田
生
命
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
全
仏
、
日
印
協
会
の
共
催
に
よ
り

盛
大
な
る
「
ネ
ー
ル
首
相
追
憶
記
念
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
夜
は
日
中
の
豪
雨
も
ピ
タ
リ
と
止

み
、
新
装
成
っ
た
ホ
ー
ル
に
は
、
日
印

文
化
協
会
、
全
仏
を
は
じ
め
一
般
人
な

ど
二
百
五
十
名
が
席
を
う
め
、
柳
全
仏

部
長
の
司
会
に
よ
り
開
幕
さ
れ
た
。

　
祭
壇
に
は
全
紙
大
の
故
ネ
ー
ル
首
相

の
写
真
額
が
か
ざ
ら
れ
、
・
そ
の
上
に
仏

旗
を
中
心
に
左
に
印
度
、
右
に
日
本
国

旗
が
た
れ
下
が
り
、
米
、
ソ
、
タ
イ
、

セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
印
度
、
英

イ
ン
ド
ネ
シ
や
各
駐
日
大
使
館
、
東
都

知
事
、
日
本
山
妙
法
寺
、
日
本
仏
教
鐙

読
会
、
日
印
協
会
、
日
印
文
化
協
会
、

全
仏
等
か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
で
う
づ
ま

り
、
正
六
時
に
主
催
者
を
代
表
し
て
十

薬
中
山
国
際
局
長
が
挨
拶
を
な
し
、
つ

い
で
一
同
合
掌
し
て
、
ア
ジ
ア
の
生
ん

だ
偉
大
な
る
平
和
の
士
の
冥
福
を
祈
っ

た
。
終
っ
て
全
仏
高
階
会
長
が
大
導
師

と
な
っ
て
三
帰
依
文
、
般
若
心
経
一
巻

を
些
些
、
印
度
大
使
代
理
レ
イ
チ
ヤ
ウ

リ
一
等
書
記
官
、
セ
イ
ロ
ン
代
理
大
使

グ
レ
シ
ャ
ム
氏
、
ら
来
賓
の
焼
香
に
移

っ
た
。

　
な
お
、
講
演
に
先
立
っ
て
レ
イ
チ
ヤ

ウ
リ
一
等
書
記
官
か
ら
三
十
分
野
亘
る

追
憶
の
こ
と
ぽ
が
あ
り
、
つ
い
で
追
憶

講
演
に
移
っ
た
。
ま
つ
中
村
元
博
士
（
東

大
文
学
部
長
）
よ
り
、
　
「
ネ
ー
ル
首
相

の
思
想
」
、
高
良
と
み
女
史
（
前
参
院

議
員
）
よ
り
「
平
和
の
推
進
者
ネ
ー
ル

首
相
」
、
最
後
に
、
那
須
皓
氏
（
前
面

印
大
使
）
か
ら
「
ネ
ー
ル
首
相
の
お
も

い
で
」
に
つ
い
て
夫
々
三
十
分
つ
つ
記

念
講
演
が
な
さ
れ
、
午
後
八
時
三
十
分

に
日
印
協
会
を
代
表
し
て
高
岡
大
助
氏

か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
散
会
と
な

っ
た
。

養
。
；
，
卿
．
・
・
3
3
層
，
・
●
・
顧
・
3
；
6
，
8
の
●
9
。
，
φ
∂
儘
，
8
，
＝
。
も
・
6
ρ
8
・
，
3
，
欄
3
騨

デ
ン
マ
「
ク
の
ボ
ワ
イ
エ
女
史

　
日
本
仏
教
実
践
で
来
日

故ネール首相追憶講演会のもよう

　
デ
ン
マ
ー
ク
国
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

国
立
博
物
館
主
事
マ
ー
サ
・
ボ
ワ
イ
エ

女
史
が
、
過
般
単
身
来
日
し
、
六
月
九

日
正
午
東
京
全
仏
来
賓
室
で
柳
部
長
ら

と
面
談
し
た
。

　
同
女
史
は
東
洋
文
化
の
研
究
家
で
哲

学
博
士
で
、
来
日
の
目
的
は
日
本
仏
教

尼
僧
と
共
に
起
居
を
共
に
し
、
日
本
仏

教
を
ハ
ダ
で
研
究
し
た
い
と
云
う
こ
と

で
あ
る
。

　
全
仏
で
は
直
ち
に
同
十
一
日
外
務
省

勝
田
事
務
官
、
柳
、
阿
部
両
部
長
ら
が

同
女
史
と
共
に
横
浜
市
鶴
見
の
大
本
山

総
持
寺
を
訪
れ
懇
談
の
結
果
、
一
ケ
月

半
ほ
ど
新
装
成
っ
た
総
持
寺
会
館
に
宿

泊
し
、
霊
水
と
同
じ
修
行
を
つ
む
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
ボ
ワ
イ
エ
女
史
は
向

う
十
↓
ヶ
月
間
目
本
に
滞
在
す
る
。

ー
ミ
．
ー
ミ
ミ
き
、
。
ミ
さ

南
ベ
ト
ナ
ム
万
行
大
学
長

釈
明
珠
師
来
日

日
本
仏
教
大
学
と
の
友
好
を
強
張

　
南
ベ
ト
ナ
ム
、
サ
イ
ゴ
ン
に
新
設
さ

れ
た
万
行
大
学
（
ヴ
ア
ソ
・
ハ
ソ
大
学
）

学
長
で
あ
る
テ
イ
ッ
ク
・
ミ
ソ
・
チ
ヤ

ウ
（
釈
明
珠
師
）
が
、
六
月
十
日
夜
ひ

ょ
っ
こ
り
来
日
し
た
。

　
今
回
の
来
日
は
米
国
務
省
か
ら
の
招

き
で
、
そ
の
途
次
東
京
へ
立
寄
っ
た
の

で
あ
る
が
、
全
盤
で
は
同
十
一
日
に
、

立
正
、
大
正
、
駒
沢
大
学
等
を
紹
介
し

同
師
は
熱
心
に
仏
教
々
育
事
情
の
視
察

を
な
し
た
。

　
全
書
で
は
同
十
一
日
午
後
五
時
か
ら

東
京
築
地
本
願
寺
に
同
坐
を
招
き
、
歓

迎
晩
餐
会
を
開
催
し
た
。
席
上
明
押
土

は
、
　
「
念
願
の
目
本
訪
問
が
出
来
て
感

激
し
て
お
り
ま
す
。
サ
イ
ゴ
ン
に
あ
る

私
の
大
学
（
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ソ
大
学
）
は

昨
年
十
月
十
七
日
に
落
成
し
た
ば
か
り

で
、
現
在
は
人
文
科
学
と
仏
教
の
両
科

の
み
で
生
徒
は
五
百
人
で
す
が
、
将
来

は
社
会
福
祉
科
を
設
け
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
祖
国
は
不
幸
に
も
内
乱
で
憂
慮

に
た
え
ず
、
特
に
日
本
仏
教
徒
に
は
種

々
と
御
心
配
を
お
か
け
し
て
申
訳
な
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
い
か
な
る
圧
力
を
か
け
て
も
ベ

ト
ナ
ム
仏
教
は
亡
ば
な
い
こ
と
を
確
信

し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
仏
教
が
無

く
な
っ
た
と
き
、
祖
国
は
亡
び
る
と
云

え
ま
し
ょ
う
。
私
は
ヴ
ァ
ン
・
ハ
ソ
大

学
に
学
ぶ
学
生
達
に
仏
教
を
教
え
て
い

ま
す
が
、
す
べ
て
奉
仕
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
生
活
費
等
は
サ
イ
ゴ
ン

大
学
等
で
教
授
し
て
い
る
の
で
、
心
配

い
り
ま
せ
ん
。
私
は
目
本
の
代
表
的
仏

教
大
学
を
視
察
し
て
、
私
の
大
学
と
比

較
し
た
と
き
、
す
べ
て
の
面
で
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
今
後
は
教
授
の
交
換
を

し
た
り
し
て
親
密
度
を
深
め
、
姉
妹
大

学
と
し
て
よ
ろ
し
く
御
指
導
頂
き
度
く

お
願
い
致
し
ま
す
」
な
お
当
日
は
先
般

来
日
し
た
る
、
香
港
米
国
総
領
事
リ
チ

ャ
ー
ド
・
ガ
ー
ド
氏
も
出
席
し
挨
拶
を

な
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
午
後
七

時
半
に
散
会
し
た
。
出
席
者
は
、
釈
明

珠
師
、
満
覚
師
、
マ
ソ
ダ
ラ
尼
、
リ
チ

ャ
ー
ド
・
A
・
ガ
ー
ド
閣
下
、
山
田
霊

林
師
、
石
坂
晃
一
氏
、
増
永
参
議
氏
、

久
保
田
正
文
氏
、
西
村
輝
成
氏
、
小
谷

徳
水
氏
、
中
山
、
岩
野
局
長
、
近
藤
、

柳
部
長
、
古
宇
田
、
鎌
田
主
事
等
。

　
旨
旨
高
階
会
長
ら
南
米
へ

　
　
　
リ
オ
四
百
年
祭
祝
典
へ

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市

で
は
本
年
は
同
市
設
立
の
四
百
年
目
に

あ
た
る
の
で
、
盛
大
な
各
種
の
催
し
を

行
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
日
伯
仏
教
各

氏
連
合
会
（
新
宮
良
範
会
長
）
か
ら
こ

の
瓦
全
仏
へ
招
請
状
が
と
ど
き
、
日
本

仏
教
代
表
の
派
遣
方
を
申
越
し
て
来

た
。
　
誹
言
で
は
直
ち
に
理
事
会
に
諮
り
、

全
仏
会
長
高
階
瀧
仙
禅
師
、
同
常
務
理

事
金
剛
秀
一
師
、
高
階
禅
師
皆
野
と
し

て
佐
瀬
淳
彫
師
の
三
名
を
派
遣
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
一
行
は
九
月
に
出
発

　
大
谷
派
宗
議
会
が

　
　
　
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
で
決
議

　
真
宗
大
谷
派
宗
議
会
（
宇
都
宮
観
道

議
長
）
で
は
、
六
月
九
日
開
催
の
宗
議

会
に
お
い
て
「
南
ベ
ト
ナ
ム
問
題
」
に

つ
い
て
審
議
の
結
果
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に

お
け
る
戦
争
が
一
日
も
早
く
終
青
し
、

第
三
次
世
界
大
戦
の
危
機
が
解
消
さ
れ

更
に
世
界
平
和
が
と
り
も
ど
さ
れ
る
よ

う
目
本
仏
教
徒
と
し
て
努
力
す
る
こ
と

を
決
議
し
、
直
ち
に
そ
の
旨
全
町
へ
報

告
募
々
要
請
し
て
来
た
。

　
b
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■
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；

　
大
本
山
善
光
寺
で
執
行

　
　
海
外
日
系
人
物
故
者
追
悼
法
要

　
毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
N
H
K
主

催
、
全
仏
協
賛
に
よ
る
「
海
外
日
系
人

物
故
者
追
悼
孟
蘭
盆
会
法
要
」
の
国
際

放
送
は
、
本
年
は
長
野
の
善
光
寺
が
会

場
と
決
し
、
七
月
十
五
日
に
同
寺
に
於

て
同
法
要
が
執
行
さ
れ
、
実
況
放
送
が

遠
く
中
南
米
、
北
米
西
部
、
南
米
、
ハ

ワ
イ
等
へ
向
け
て
行
な
わ
れ
る
。

でゲ

　ヒ悩
’　r　竜’【ゴ硬」
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　　第2回印度仏跡巡拝
e国訪問日本仏教代表団日程表
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A班　11．6．～12．3B班11．13．～12，10）

発着時間 航空会社 昊三都市名 発着時間［航空会社 摘　　　　　要日
次
1
　
　
2

曜
王
百
一

　都市名’一一一＝上＝　一

ﾐ言。券111：30

?@　　　17：20

AI115

@　　噛

141金 午前：アグラ市内視察アグラ城，タジマハール視

@
バンコック

ﾘ
『　　　　一　　　　一　　一　　　一　　一

新鋭ジェット機にて空路バ

塔Rックへ
寞ｵル到着（ラマ・ホテル）　　　　　　一　　　　　『　　　　　　　　　．　』　　　　　　　　　　　　一　　一早朝フローティング・マー

Pット視察，寺院参拝ワットアルン，　ワットポー，ワ

bトベンチャマ・ボピット
ﾟ後；自由行動

1しグラ発

Pデリー着

IC450；午後：ファテプールシクリ　　　載視察　　　1（メイデエソス・ホテル）

15土

17：10

Z8：00
O9：00

P5：50

P8：05

IC449

PC450

一　　　　　『

3 月 ノミンコック
ｭラングーン

13：40

P4：45

UB266午前中WFB本部訪問，午
繧Q時ホテル出発，空路ラングーンへ，到着後ホテルへ（ストランド・ホテル）

デリー発ジャイプー

拠?

Wャイプー
渠ｭデリー着

ジヤイプール到着パスにて市内視察アハラジや宮殿，ハワマハール，ラム・ニーパス公園

凵A午後3時空港ヘ
fリー到着，ホテルへ
iメイデエソス・ホテル）

火
　　一　　『　　　　　　　　　　　　　　一

£ｩ市内視察ビルマ仏教会訪問シュイダゴソ，パゴダ及び 16 日 デリー発パソナ着パンナ発デリー着

06：15
O8：30
P6：30
P8：40

IC447

PC448

早朝パソナへ特別バスでチ
ャ塔fラ王時代の寺院参拝
�Hデリ・一へ
iメイデエソス・ホテル）

　
　
　
　
　
一
4
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ノ

ラングーン
ｭカルカッタ

07：00

O9：05

　　　　｝　　

@　　1スーレ，パゴダ参拝UB211

@　　轟摺豚ル
@　　［（グランド・ホテル）

@　　　ソ

17

P8

月
天

柔罐ド8：ll IC182 早朝空路ボンベイへ
ﾁ別バスにて市内郊外視察
蝠?�?x部訪問

水 カルカッタ

ﾘ
特別バスにて市内視察，イ
@ド大菩提会本部訪問，自由行動（グランド・ホテル）

ボンベイ発オーラソガパット着

07：20
O8：40
IC121 �Hオーランガバッドへ
梺?繝zテルへその後アジ
ャ塔^の石くつ視察（オー
宴塔Kパット・ホテル）6 木 07：00

O8：35
IC412カルカッタ

gナ着
早朝空路バトナヘ
zテル到着，休息その後ナーランダ大学跡見学，王神城，霊鷲山登頂，

ｧ跡参拝ホテル着（ホテル・リパブリック）

19

ｱ
水
干

オーラソガ
pツド発ボンベイ着

13：20

P4：40

IC122 　　　　　　　　　　一£ｩエロラーの遺跡視察
ﾟ後：空路ボソベイヘ
zテル到着後自由行動
iエア・ライソズホテル）　　　　　　　　　　　一

IC171
7 金
バトナ発
@ガや経由ブタガや着

特別バス
ﾁ別バスにてガや経由
ｬ道の地ブタガヤへ
ｧ跡の一つブダガヤの大塔
Q拝後刻蓮禅河視察
iレスト・ハウス）

ボンベイ発マドラス着
11：40
P3：25

空路マドラスへ，ホテル鶉
?緕ｩ由行動，特別バスに
ﾄ市内視察，政府官庁，セ
塔gトーマス寺院等視察，
iオーシヤニック・ホテル）　　　　　　　　　　　一　一　　．　　　　一　　　　　　　　　　

8
　
　
　
　
　
　
一
9

土 ブタガや発ベナレス着 06：15
P1：25 EXPR
dSS

DOONI鞭驚譲芝難視　　　　察及び四大仏跡の一つ初転　　　　法輪の地サルナート仏跡参　　　　拝ホテル泊　　　　（ホテル・クラークス）

三
王

マドラス発コロンボ着 17：45
P9：40
AE208

　丁ﾁ別バスにてパラバ王時代
ﾌ寺院町，マハパリブーラ
?K問，午後3時空港へ

A物園，

@「　　　　　　　　　　一

21

､
勇

　　一　　幽　　皿　　　　　一

Rロンボ滞

日 £ｩガソジズ河畔の舟遊容

早朝特別バスにてキャンデーへ，仏歯寺，ペラデニャ

@　　　ホテル帰着（トプ
鴻oソホテル）

ベナレス発

Sラクプー
拠

10：10

P9：15

74PAS
r31KAN

oURE
rS

　　　　風景及び黄金寺院参拝
@　　　バトニー経由にてゴラクプ
@　　　P一ルへ
wPRE煖U騨』

〔
日
一
　
凸
　
　
一

コロンボ発シンガポー

拠

13：50
Q0＝00
BA722

ﾟ前中市内視察，シナモン
�?Cキャンプベル公園，
Jナや寺院参拝，昼食後空

10月 ゴラクプー

拒ﾘ

一　　　　　．　　　　　　一　　　　』　一　．　山　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　一　　　　　　　　　　　　　　一　＿　　＿　＿　＿　　　一　＿ 騰奈｝霧奉戴≠全早朝特別バスにて釈尊降誕の地ルンビニー園ヘゴラクプール帰着レストハウス泊

24月 シンガポー

拒ﾘ

　一ﾁ別バスにて市内視察
ﾟ後：自由行動（ホテル・
Vソガプーラー）

11 火
ゴラクプー
渠ｭバルランプール着

15：50

Q2：14

185PA
rS

早朝特別バスにて四大仏軍の一つ釈か入滅の地クシナガラ参拝，その後列車にてバルランプールへ

25 火 シンガポー
渠ｭ

″`着

07：30

P3：50

　　　一　　　　lL654 空路香港へ，ホテル到着，
x息，自由行動，中国舞踊
ｩ物，晩餐会（パーク・ホ
eル）

レストハウス泊
12水 パルラソプ

[ルｭゴラクプール着〃　発
13：25

P9＝55

Q3：30

186PA
rS

R3JAN
`TAF
`ST

早朝特別パスにてサヘト，マヘト三園精舎及び舎衛城

Q拝
巨H後列車にてラクノーへ
ﾔ中泊

26 1水

w

香港　滞 午前中自由行動，午後：香
`島一周，アバディーンに
ﾄ夕食，その後ビクトリヤ
sークより夜景観賞，ホテ
給A着（パーク・ホテル）．　　　　一　　一　　　

27
u．
木香港　発
艨@北　着

81：llドx561 ホテ〉レ到着，休息（オリエ
j乙ト純一テル）＿午後市内視察

131木 一 128金
　　．　　　　　　｝

莓k発結梺
13：50
P8：24
NW8

午前：中国仏教会訪問
ﾟ後1時ホテル出発
�H帰国の途へ

ラクノー着

宴Nノー発アグラ着

08：10

P7：10
P8：05
IC450

ラクノー到着後休息
ﾁ別ノミスにて市内視察バラ・イマソバラ及びハッサンバード，イマンバラマーティニア大学等視察空路アグラへ

iホテル・クラークシラー）
「

O下用　55万4千円分割納入も可。
n参加　どなたでも参加出来ます。二仏国際局へ申込
@　　　み下さい。

P　∵愕f一　．　　！　．．　ゴ鰹・　　　　　鳶
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南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
る
ア
メ
リ
カ
の
政

策
に
つ
い
て
、
米
極
東
担
当
国
務
次
官

　
補
の
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
P
・
バ
ン
デ
ィ

氏
が
、
五
月
二
十
日
米
．
バ
ー
ク
レ
ー
の

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
や
大
学
教
職
員
討
論
会

　
で
演
説
し
た
全
文
を
次
の
と
お
り
掲
載

す
る
。

　
　
こ
の
冒
頭
演
説
で
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム

　
に
お
け
る
現
在
の
情
勢
に
は
触
れ
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
私
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
米
国
の
政
策
を
、
よ
り
広
い

も
っ
と
根
本
的
な
視
野
に
お
い
て
な
が

め
て
み
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
ら
の
政
策
は
、
わ
れ
わ
れ
が
世
界
の

　一

痩
ﾆ
と
し
て
追
求
し
て
い
る
目
的
や

理
想
わ
れ
わ
れ
が
ア
ジ
ア
で
演
じ
よ
う

と
し
て
い
る
役
割
、
そ
し
て
最
後
に
は

ベ
ト
ナ
ム
自
身
の
特
有
の
歴
史
を
反
映

し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
　
　
一
、
わ
れ
わ
れ
の
中
心
目
的

　
三
年
前
こ
の
大
学
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
は
わ
れ
わ
れ
の
中
心
目
的
を
次
の

よ
う
な
言
葉
で
説
明
し
た
。

　
　
「
英
知
は
、
長
い
目
で
見
る
こ
と
を

要
求
す
る
。
そ
し
て
長
い
目
で
見
た
場

合
、
わ
れ
わ
れ
は
、
民
族
独
立
革
命
が

わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
基
本
的
事
実
で
あ

る
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。
こ
の
革
命

を
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新

し
い
国
ぐ
に
が
何
世
紀
も
忘
れ
ら
れ
て

い
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
る
と
き
、
彼

ら
が
最
初
に
い
だ
く
願
望
は
、
自
分
た

ち
の
国
家
的
主
体
性
を
確
認
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
心
の
奥
底

か
ら
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
国
際
協
力

の
ワ
ク
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
国
が
自
国
の

伝
統
と
理
想
に
従
っ
て
自
国
の
問
題
を

解
決
で
き
る
よ
う
な
世
界
の
実
現
で
あ

る
。

、
こ
の
よ
う
な
民
族
独
立
革
命
が
成
功

す
る
こ
と
は
、
知
識
の
探
究
に
有
益
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
自
身

の
国
家
的
利
益
に
も
な
る
こ
と
で
あ
る

な
ぜ
な
ら
、
共
産
主
義
者
は
、
一
枚
岩

の
世
界
一
す
べ
て
の
知
識
が
た
だ
一

つ
の
型
に
は
ま
り
、
す
べ
て
の
社
会
が

た
だ
一
つ
の
典
型
を
め
ざ
し
て
進
み
、

す
べ
て
の
問
題
に
は
た
だ
一
つ
の
解
決

策
し
か
な
く
、
す
べ
て
の
道
が
た
だ
一

つ
の
目
的
地
に
通
ず
る
よ
う
な
世
界
ー

ー
と
い
う
概
念
に
い
っ
さ
い
の
こ
と
を

基
づ
か
せ
て
い
る
が
、
他
方
、
知
識
の

探
究
は
、
こ
れ
と
反
対
の
概
念
－
多

様
性
と
自
決
と
自
由
に
基
づ
い
た
世
界

と
い
う
理
念
1
に
い
っ
さ
い
の
こ
と

を
基
づ
か
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

お
り
一
九
四
六
年
に
独
立
を
認
め
た
の

は
、
こ
れ
と
同
じ
見
解
に
基
づ
い
て
い

た
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
独
立
を
支
持
し
、
ま
た
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
広
く
世
界
中
に
お
け
る
植

民
地
的
束
縛
か
ら
の
解
放
を
支
持
し
た

の
も
、
同
じ
見
解
に
基
づ
い
て
い
た
。

　
　
二
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
の
任
務

　
こ
れ
と
同
じ
見
解
が
戦
争
以
来
ず
つ

と
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
政

策
の
本
筋
を
な
し
て
き
た
。

　
一
言
で
い
え
ば
、
そ
の
成
策
は
も
し

わ
れ
わ
れ
の
助
力
が
望
ま
れ
れ
ぽ
、
ま

た
望
ま
れ
る
通
り
、
自
由
な
国
家
が
果

す
二
つ
の
任
務
1
い
ず
れ
に
し
て
も

南
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
政
策

（
米
国
務
次
官
補
の
演
説
全
文
）

し
て
後
者
の
世
界
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
米

国
人
が
、
一
国
家
と
し
て
、
合
衆
国
創

建
の
も
と
と
な
っ
た
諸
原
則
に
よ
っ
て

献
身
を
誓
っ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
」

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
世
界
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
一
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
ア
ジ
ア
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
九
四
一
年
真
珠
湾
事
件
が
わ
れ

わ
れ
を
戦
争
に
巻
き
こ
ん
だ
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
根
本
目
的

は
、
た
し
か
に
、
当
時
の
軍
国
主
義
的

日
本
に
よ
る
ア
ジ
ア
征
服
を
阻
止
し
、

独
立
し
た
国
々
か
ら
な
る
新
し
い
ア
ジ

ア
の
出
現
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
が
一
九
三
六
年
ブ
イ
リ

ピ
ン
に
対
し
独
立
を
誓
約
し
、
予
定
ど

こ
れ
ら
の
国
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
手

に
あ
ま
る
経
済
お
よ
び
社
会
問
題
に
対

処
す
る
た
め
の
努
力
と
、
外
部
の
干
渉

か
ら
自
国
の
独
立
と
安
全
を
ま
も
る
た

あ
の
努
力
1
を
支
持
す
る
た
め
、
わ

れ
わ
れ
が
必
然
的
に
も
っ
て
い
る
大
き

な
力
を
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
貸
す
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
の
政
策
の
二
つ
の
部
分
は
切
り
離

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大

統
領
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は

わ
れ
わ
れ
の
資
源
を
、
病
気
と
貧
乏
と

の
戦
か
い
に
向
け
、
ま
た
他
国
の
開
発

援
助
に
向
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

の
国
が
、
わ
れ
わ
れ
が
民
主
主
義
と
し

て
知
る
と
こ
ろ
の
「
同
意
に
よ
る
統
治

の
安
定
」
を
雄
藩
で
き
る
よ
う
に
望
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
　
「
同
意

に
よ
る
統
治
の
安
定
」
と
い
う
場
合
、

も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
と
は
違
っ
た
方
法

と
制
度
を
見
出
す
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
、
わ
れ
わ
れ
に

は
る
か
に
魅
力
の
あ
る
こ
の
仕
事
の
部

分
は
、
安
全
保
障
と
外
部
か
ら
の
干
渉

に
対
し
自
由
を
保
持
す
る
と
い
う
領
域

で
わ
れ
わ
れ
が
助
力
し
な
け
れ
ぽ
、
な

し
と
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
任

務
の
第
二
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
単
に

軍
事
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
開
発

の
一
部
分
で
あ
る
同
じ
経
済
的
お
よ
び

社
会
的
要
求
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
二
重
の
任
務
は
た
や
す
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
し
、
将
来
も
た
や
す
い

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
侵
略
を
撃
退

し
、
韓
国
民
が
偉
大
な
経
済
上
の
努
力

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
朝
鮮
で
は
戦
争
が
起
こ
っ
た
が

そ
の
韓
国
は
わ
れ
わ
れ
の
援
助
に
よ
っ

て
、
早
く
真
に
実
を
結
び
は
じ
め
て
い

る
。
ま
た
ブ
イ
リ
ピ
ン
で
フ
ク
共
産
反

乱
軍
が
、
マ
ラ
ヤ
で
は
共
産
反
乱
軍
が

敗
北
を
喫
し
た
。
そ
し
て
い
ま
わ
れ
わ

れ
は
、
ア
ジ
ア
国
民
と
国
連
の
指
導
の

も
と
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
四
月

七
日
支
持
を
約
束
し
た
。
現
在
の
経
済

計
画
と
努
力
の
大
幅
拡
大
を
実
行
す
る

方
向
へ
前
進
で
き
る
よ
う
、
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
北
ベ
ト
ナ
ム
と
中
共
の
連

合
し
た
脅
威
を
撃
退
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
根
本
的
な
事
実
は

米
国
を
除
い
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
勢
力

均
衡
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い

ま
な
お
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
熱
病
の
絶
頂

に
あ
る
共
産
政
権
の
支
配
の
下
に
立
つ

本
土
の
中
国
は
、
単
に
影
響
力
と
い
う

意
味
だ
け
で
な
く
、
支
配
お
よ
び
民
族

自
決
と
独
立
の
拒
否
と
い
う
意
味
で
、

数
に
お
い
て
劣
る
ア
ジ
ア
の
新
独
立
国

家
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
必

ず
し
も
徹
底
的
に
、
あ
る
い
は
た
ち
ど

こ
ろ
に
と
い
う
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
共
産
指
導
者
は
忍
耐
強
い
か
ら
、
ま

た
必
ず
し
も
通
常
兵
器
に
よ
る
攻
撃
に

出
る
わ
け
で
は
な
い
一
こ
れ
は
彼
ら

の
目
か
ら
見
て
き
え
好
ま
し
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
み
せ
か
け
の
民
族
運
動

の
手
を
用
い
て
、
外
部
か
ら
の
、
ま
た

共
産
筋
か
ら
の
ほ
ん
も
の
の
激
励
と
支

持
を
得
る
と
い
う
方
法
で
、
確
実
に
そ

し
て
容
赦
な
く
脅
威
を
与
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
共
産
側
の
中
心
的
努
力

に
、
ア
ジ
ア
の
他
の
共
産
諸
国
、
す
な

わ
ち
北
ベ
ト
ナ
ム
と
北
朝
鮮
は
進
ん
で

協
力
し
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
国

民
性
を
も
っ
て
お
り
、
真
の
衛
星
国
で

は
な
い
1
実
際
、
心
の
底
で
は
彼
ら

も
ま
た
、
中
共
に
よ
る
支
配
を
恐
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
戦
利
品
が
公
平
に
分

配
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
彼
ら
は
一
つ
の
目

標
、
わ
れ
わ
れ
が
求
め
て
い
る
の
と
は

反
対
の
目
標
、
す
な
わ
ち
小
さ
な
国
ぐ

に
の
真
の
国
家
的
独
立
を
奪
い
、
ア
ジ

ア
を
幾
つ
か
の
支
配
地
域
に
分
割
す
る

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
中
共
と
協

力
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
が
今
後
二
十
五

年
の
う
ち
に
出
現
す
る
可
能
性
は
あ

る
。
歴
史
は
確
か
な
こ
と
ば
か
り
で
で

き
て
は
い
な
い
。
す
べ
て
の
政
策
は
将

来
に
対
す
る
カ
ケ
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
が
出
現
し
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
理
想

に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の

最
も
具
体
的
な
国
家
的
利
益
に
と
っ
て

も
極
め
て
大
き
な
違
い
一
お
そ
ら
く

第
三
次
世
界
大
戦
が
起
こ
る
か
起
こ
ら

二　”
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な
い
か
の
違
い
一
と
な
る
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
は
認
識
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
戦
後
世
界
の
他
の
地
域

で
－
絶
望
的
な
情
勢
に
見
え
た
一
九

四
七
年
の
ギ
リ
シ
ャ
で
、
一
九
四
八
年

か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の
欧
州
全
域
で

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
二
つ
の
例
に
す
ぎ
な

い
が
一
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
、
克
服

し
た
困
難
を
振
り
返
っ
て
見
て
、
わ
れ

わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
援
助
能
力
に

対
す
る
自
信
、
と
り
わ
け
、
わ
れ
わ
れ

が
現
在
支
持
し
て
い
る
、
そ
し
て
や
が

て
歴
史
の
潮
流
と
な
る
に
ち
が
い
な
い

民
族
感
情
の
偉
大
な
潮
流
に
対
す
る
自

信
を
決
し
て
失
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

で
は
な
い
か
。

　
　
三
、
ベ
ト
ナ
ム
情
勢

　
と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
の
う
ち
に
は
、

こ
れ
ら
の
事
が
ア
ジ
ア
で
危
機
に
ひ
ん

し
て
い
る
と
い
う
見
方
や
、
こ
れ
が
世

界
歴
史
の
現
段
階
で
米
国
が
演
ず
べ
き

役
割
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
同
意
し
な

い
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

な
ら
ぽ
、
そ
う
し
た
基
礎
の
上
に
立
っ

て
討
議
し
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
そ
う

し
た
役
割
を
果
さ
な
か
っ
た
と
し
た
場

合
の
結
果
は
ど
う
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
み
な
さ
ん
の
う
ち
に
は
ま
た
、
焦
点

の
狭
い
見
解
を
と
り
、
こ
れ
ま
で
私
が

述
べ
て
き
た
こ
と
に
基
本
的
に
は
同
感

だ
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
は
私
が
描
い
た
ワ

ク
に
当
て
は
ま
る
明
確
な
事
例
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が

南
ベ
ト
ナ
ム
で
現
在
と
つ
て
い
る
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る

な
ら
ぽ
、
他
に
ど
う
い
う
道
が
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
常
に
心
に
留
め
な
が

ら
、
再
び
い
っ
し
よ
に
、
で
き
る
だ
け

精
密
に
事
実
を
見
て
み
よ
う
。

　
と
い
う
の
も
、
南
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
ジ

ア
の
最
近
の
歴
史
の
ご
く
特
殊
の
一
部

分
が
も
た
ら
し
た
結
果
だ
か
ら
で
あ

る
。
真
の
民
族
運
動
が
共
産
主
義
指
導

者
に
乗
っ
取
ら
れ
て
、
共
産
主
義
国
北

ベ
ト
ナ
ム
へ
と
変
形
さ
せ
ら
れ
る
と
い

っ
た
事
例
が
起
き
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
英
国
が
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
で
賢
明
に
も
行

な
っ
た
よ
う
に
、
自
治
を
漸
進
的
に
認

め
た
り
、
そ
の
た
め
の
で
き
る
だ
け
の

準
備
を
す
る
代
り
に
、
一
九
五
四
年
巧

み
に
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
追
い
出
さ
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
は
分
割
さ
れ
た
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
配
す
る
政
府
は
一

九
五
四
年
す
で
に
独
立
国
家
だ
っ
た
。

ゴ
・
ジ
ソ
ジ
エ
ム
は
一
九
五
五
年
の
選

挙
で
バ
オ
ダ
イ
を
敗
っ
た
さ
い
、
国
名

を
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
と
改
称
し
た
が
、

事
実
上
世
界
中
の
す
べ
て
の
主
要
非
共

産
主
義
諸
国
を
含
む
三
十
五
護
国
が
ほ

と
ん
ど
即
時
同
共
和
国
を
承
認
し
た
。

　
こ
れ
は
も
っ
と
根
本
的
に
重
要
な
こ

と
だ
が
、
独
立
後
最
初
の
二
年
間
に
南

ベ
ト
ナ
ム
は
国
家
と
し
て
の
基
礎
を
確

立
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
当
時

同
国
が
直
面
し
て
い
た
も
ろ
も
ろ
の
困

難
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
一

九
五
六
年
著
名
な
国
際
問
題
研
究
家
が

そ
の
論
説
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
「
奇

声
」
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
に
か

く
そ
れ
は
事
実
で
あ
っ
た
。
同
国
は
統

一
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ

の
記
憶
に
新
し
い
少
な
く
と
も
一
つ
の

欧
州
の
大
国
を
含
む
非
常
に
多
く
の
国

の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
必

ず
し
も
あ
る
一
時
期
の
特
定
の
自
国
政

府
に
対
す
る
確
認
心
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
て
、
む
し
ろ
強
い
地
域
的
感
情
と

そ
し
て
お
そ
ら
く
、
と
り
わ
け
ハ
ノ
イ

政
権
に
よ
る
共
産
主
義
支
配
に
対
す
る

反
対
か
ら
で
あ
っ
た
。
右
の
著
名
な
学

者
の
言
葉
を
注
釈
的
に
引
用
す
る
な
ら

ば
、
一
九
五
六
年
ま
で
に
中
共
と
北
ベ

ト
ナ
ム
は
、
そ
れ
と
裏
腹
の
あ
ら
ゆ
る

宣
伝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
統
一
選

挙
で
南
ベ
ト
ナ
ム
を
失
な
う
危
険
を
冒

す
気
持
ち
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
し
、

ま
た
お
そ
ら
く
こ
れ
は
最
も
重
要
な
こ

と
だ
が
、
自
由
選
挙
の
た
め
の
条
件
が

北
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
も

整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
予
定
の

選
挙
期
日
は
過
ぎ
、
両
ベ
ト
ナ
ム
間
の

境
界
線
は
ド
イ
ツ
や
朝
鮮
の
場
合
同
様

政
治
的
境
界
線
と
な
り
、
再
統
一
は
将

来
へ
と
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
う
ち
に
新
た
に
三
十
余
力
国
が
南
ベ

ト
ナ
ム
を
承
認
し
、
今
日
も
承
認
し
て

い
る
。

　
（
な
お
私
が
挙
げ
て
き
た
著
名
な
学

者
は
ハ
ン
ス
・
J
・
モ
ー
ゲ
ソ
ソ
ー
訓
教

授
で
、
そ
の
論
説
は
一
九
五
六
年
に
出

版
さ
れ
た
「
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
で
も
つ

利
害
関
係
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
中
に
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
他
の
寄
稿
者
の
一
人

は
、
当
時
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
出

身
若
手
上
院
議
員
で
、
彼
は
同
教
授
よ

り
も
い
さ
さ
か
率
直
に
「
米
国
も
自
由

ベ
ト
ナ
ム
も
、
明
ら
か
に
事
前
工
作
を

施
さ
れ
、
腐
敗
し
た
選
挙
に
加
わ
る
気

持
ち
は
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
）

　
一
九
五
六
年
以
来
、
二
つ
の
異
な
っ

た
要
素
が
南
ベ
ト
ナ
ム
の
事
態
を
支
配

し
て
き
た
。
一
つ
は
純
民
族
主
義
的
な

国
内
の
政
治
的
動
乱
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム

人
自
身
が
自
国
の
永
続
的
な
政
治
基
盤

を
求
め
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
他

の
新
興
諸
国
が
当
面
し
て
き
た
の
と
同

じ
問
題
に
当
面
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
問
題
が
植
民
地
時
代
の
遺
産
で
あ
る

訓
練
な
ら
び
に
分
割
支
配
技
術
の
不
足

に
よ
っ
て
複
雑
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
動
乱
は
わ
れ
わ
れ
を
驚
か
す
こ
と

は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
新
興
国

－
例
え
ば
韓
国
や
パ
キ
ス
タ
ン
が
こ

れ
を
経
験
し
て
き
た
。
ゴ
・
ジ
ソ
ジ
エ

ム
政
権
下
で
は
、
多
数
の
勝
れ
た
南
ベ

ト
ナ
ム
人
が
追
放
ま
た
は
投
獄
さ
れ

た
。
一
九
六
二
年
か
ら
本
年
始
め
ま
で

に
同
国
の
防
衛
力
は
こ
の
た
め
著
る
し

く
弱
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
は
、
ゴ

ジ
ソ
ジ
エ
ム
の
真
の
反
対
者
で
あ
っ
た

人
々
、
そ
し
て
い
ま
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族

主
義
の
真
の
声
に
あ
る
程
度
近
い
と
思

わ
れ
る
人
び
と
一
そ
し
て
ま
た
彼
ら

は
す
で
に
支
持
層
を
広
め
て
お
り
、
地

方
選
挙
を
施
行
し
て
い
る
一
に
よ
っ

て
率
い
ら
れ
る
政
府
を
政
権
に
つ
け
る

に
い
た
っ
た
。

　
明
ら
か
に
、
こ
れ
は
楽
し
い
経
過
で

も
容
易
な
経
過
で
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
要
す
る
に
、
こ
れ
は
私
が
冒
頭
に

引
用
し
た
声
明
の
中
で
ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
が
述
べ
た
国
家
の
運
命
を
求
め
て
い

る
こ
と
に
は
な
る
。

　
こ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
も
う
一
つ
の

要
素
は
、
破
壌
的
な
侵
略
行
為
に
よ
っ

て
南
ベ
ト
ナ
ム
を
乗
つ
取
ろ
う
と
す
る

ハ
ノ
イ
の
努
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
事
実
は
明
白
で
あ
り
、
一
九
六

一
年
十
二
月
と
一
九
六
五
年
二
月
に
公

刊
さ
れ
た
白
書
に
、
概
略
だ
と
は
い
え

十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ

れ
ら
の
白
書
が
諸
君
を
納
得
さ
せ
な
い

な
ら
、
こ
の
数
年
間
に
お
け
る
ハ
ノ
イ

自
身
の
宣
言
や
、
最
近
数
ヵ
月
間
に
発

見
さ
れ
た
数
ト
ン
に
達
す
る
兵
器
の
実

地
検
証
記
録
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ス
紙
日
曜
版
に
の
せ
ら
れ
た
シ
ー
マ

ー
ト
ツ
ピ
ン
グ
氏
の
、
典
型
的
な
一
ベ

ト
コ
ン
潜
入
者
の
尋
問
記
事
、
あ
る
い

は
最
近
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

シ
ヤ
フ
ア
ー
ル
氏
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

い
わ
ゆ
る
民
族
解
放
戦
線
は
他
国
を
乗

っ
取
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
共
産
組
織

の
典
型
的
な
例
だ
と
断
定
し
て
い
る
記

事
を
読
ま
れ
る
が
よ
い
。

　
要
す
る
に
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
初
め
か

ら
、
こ
う
然
か
つ
傍
若
無
人
に
、
ジ
ヨ

ソ
ソ
ソ
大
統
領
の
言
葉
を
か
り
れ
ぽ
、

ペ
ト
コ
ソ
の
脈
博
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
で
と
同
じ
に
、
ベ
ト
コ
ン
は

一
部
宣
伝
を
用
い
、
ま
た
ゴ
・
ジ
ソ
ジ

エ
ム
お
よ
び
そ
の
後
継
者
の
明
白
な
弱

点
に
つ
け
こ
み
つ
つ
、
だ
が
根
本
的
に

は
民
間
人
を
大
々
的
に
威
か
く
す
る
戦

術
に
た
よ
り
つ
つ
、
同
国
の
広
域
を
支

配
下
に
お
く
に
い
た
っ
た
。
こ
の
数
年

間
民
間
人
の
死
傷
率
－
計
画
的
な
行

動
に
よ
る
死
傷
で
、
殺
さ
れ
た
者
、
負

傷
し
た
者
、
誘
か
い
さ
れ
た
者
一
は

南
ベ
ト
ナ
ム
で
一
日
約
四
十
人
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
特
に
文
民
が
彼
ら
の
目
標

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
行
政
組
織

を
ま
ひ
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
恐
ろ
し
い
圧
迫
に
直
面
し

て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
国
民
は
断
固
耐
え
抜

い
た
。
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
軍
隊

は
、
そ
の
力
を
も
ち
こ
た
え
、
い
ま
や

そ
れ
を
強
化
し
て
立
派
に
戦
っ
て
い

る
。
地
方
の
農
民
は
ベ
ト
コ
ン
地
域
に

走
る
、
機
会
が
い
く
ら
で
も
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
こ
と
は
決
し

て
な
か
っ
た
。
こ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
近

数
ヵ
月
間
に
、
非
常
に
多
数
の
難
民
が

ベ
ト
コ
ン
地
域
か
ら
、
政
府
の
支
配
す

る
地
域
へ
と
、
家
と
土
地
を
捨
て
て
脱

出
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
都
市
の
政
治

家
や
宗
教
指
導
者
た
ち
は
、
た
と
え
し

ば
し
ば
仲
違
い
を
し
て
い
て
も
、
依
然

と
し
て
反
共
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な
く

戦
争
を
支
持
し
、
ベ
ト
コ
ン
側
に
走
る
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も
の
は
た
い
し
て
い
な
い
。

　
そ
う
だ
と
す
れ
ぽ
、
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
を
侵
略
で
な
く
て
な
ん
と
呼
ぶ
べ

き
で
あ
る
の
か
。
ベ
ト
コ
ン
を
真
の
意

味
で
反
革
命
で
、
力
に
よ
っ
て
外
部
の

制
度
を
押
し
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
し

て
、
真
の
民
族
革
命
だ
と
い
う
べ
き
で

あ
る
の
か
。
ま
た
南
ベ
ト
ナ
ム
が
抗
議

と
変
革
を
認
め
る
体
制
の
な
か
に
、
重

大
な
政
治
的
諸
問
題
と
欠
陥
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
南
ベ
ト
ナ
ム

が
抗
議
も
変
革
も
許
さ
な
い
政
治
体
制

に
落
ち
こ
む
こ
と
を
黙
認
す
べ
き
で
あ

る
と
主
張
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。

　
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
重
要
な
こ

と
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
は
自
衛
の
た
め
に

行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
米
国
と

南
ベ
ト
ナ
ム
を
援
助
し
て
い
る
他
の
三

十
余
力
国
は
正
義
に
従
っ
て
、
ま
た
わ

れ
わ
れ
自
身
の
至
高
の
原
則
に
基
づ
い

て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

　
こ
こ
で
私
は
手
段
の
選
択
の
問
題
に

ふ
れ
る
Q
一
九
六
一
年
ま
で
、
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
両
大
統
領
と
も

わ
れ
わ
れ
の
援
助
を
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
の
条
項
に
基
づ
き
、
大
規
模
な
経
済

努
力
と
軍
事
装
備
の
補
給
に
限
定
し
て

き
た
。
北
か
ら
の
活
動
が
激
化
し
た
二

年
の
の
ち
、
一
九
六
一
年
末
に
い
た
り

情
勢
が
重
大
と
な
っ
た
と
き
、
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
は
顧
問
お
よ
び
戦
闘
を
ふ
く

ま
な
い
。
他
の
任
務
の
た
め
に
、
数
千

の
将
兵
を
派
遣
す
る
こ
と
を
定
し
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
で
き
る
限
り
の

方
法
で
こ
の
努
力
を
強
化
し
た
。
そ
し

て
本
年
二
月
は
じ
め
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム

人
自
身
の
要
請
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前

か
ら
ず
っ
と
正
当
と
さ
れ
ま
た
あ
た
り

得
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
て
き
た

一
こ
と
を
行
な
う
。
一
歩
進
ん
だ
決

定
、
す
な
わ
ち
北
ベ
ト
ナ
ム
そ
の
も
の

　
に
対
し
慎
重
に
目
標
を
選
び
時
機
を
ね

　
ら
っ
て
爆
撃
を
行
な
い
、
し
か
も
南
ベ

　
ト
ナ
ム
人
だ
け
が
ベ
ト
ナ
ム
で
勝
ち
と

　
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
戦
闘
に
お
い
て

　
南
を
援
助
す
る
た
め
で
き
る
限
り
の
努

　
力
を
合
せ
て
行
な
う
と
い
う
決
定
を
下

　
し
た
。

　
　
こ
れ
ら
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
簡
易
な

措
置
で
も
な
け
れ
ば
、
危
険
を
伴
な
わ

　
な
い
で
も
な
い
。
す
べ
て
の
措
置
が
、

　
ハ
ノ
イ
そ
の
他
の
何
処
を
も
脅
迫
す
る

　
た
め
に
執
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、
侵
略

　
の
勢
い
が
次
第
に
高
ま
っ
た
上
で
執
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
の
意
味
す
る
も

　
の
を
、
直
接
知
り
、
決
時
に
忍
耐
強
い

決
意
と
確
固
た
る
態
度
が
、
平
和
へ
の

唯
一
の
道
と
な
り
う
る
こ
と
、
そ
し
て

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ぽ
、
そ
れ
だ
け

の
危
険
は
ま
た
そ
れ
以
上
の
危
険
と
な

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
に
よ
っ
て
、

執
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
究
極
的
に
は
政
治
的
解
決

以
外
に
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
同

様
に
、
こ
の
二
。
三
年
、
特
に
こ
の
二

ヵ
月
間
の
成
行
き
を
慎
重
に
観
察
し
て

い
た
向
き
で
、
ハ
ノ
イ
が
今
の
と
こ
ろ

．
ハ
ノ
イ
の
共
産
主
義
者
の
乗
っ
取
り
と

い
う
条
件
以
外
の
政
治
的
解
決
に
応
ず

る
用
意
が
あ
る
と
考
え
う
る
者
は
な

い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
前

提
条
件
な
し
の
話
し
合
い
に
い
つ
で
も

応
ず
る
つ
も
り
で
あ
る
し
ま
た
、
そ
う

い
う
話
し
合
い
、
あ
る
い
は
一
連
の
行

動
を
通
じ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
目
的
は
、

南
ベ
ト
ナ
ム
が
平
和
手
段
で
北
と
の
関

係
を
打
立
て
る
権
利
を
含
め
て
、
外
部

か
ら
の
干
渉
な
し
に
自
国
の
将
来
を
決

定
す
る
自
由
を
断
固
と
し
て
守
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
明
ら
か
、

に
し
て
来
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
以
上

の
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
し
、
そ
れ
が

達
成
さ
れ
た
暁
に
は
米
軍
を
撤
退
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
以
下
の
こ

と
で
あ
れ
ば
、
共
産
側
特
に
中
共
に
対

し
て
、
外
部
か
ら
の
破
堤
と
い
う
手
段

を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
り
1
東
南

ア
ジ
ア
の
そ
れ
以
外
の
国
に
大
き
な
脅

威
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
1
少
な
く

と
も
他
の
地
域
に
お
け
る
米
公
約
の
真

価
を
あ
る
程
度
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る

1
そ
し
て
一
な
か
ん
ず
く
一
各

国
が
自
国
の
運
命
を
打
ち
立
て
る
権
利

と
い
う
基
本
原
則
を
敗
退
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
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盛
ん
だ
っ
た

　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の

　
　
　
　
　
ウ
エ
サ
カ
祭

　
去
る
五
月
十
五
日
イ
ソ
ド
ネ
シ
や
仏

教
会
主
催
に
よ
る
ウ
ウ
エ
サ
カ
祭
が
、

有
名
な
仏
跡
「
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
」
に

お
い
て
内
外
仏
教
徒
三
千
名
を
集
め
て

開
か
れ
、
日
本
代
表
猪
俣
興
一
氏
（
仏

青
）
も
こ
れ
に
参
加
し
た
。
以
下
は
猪

俣
氏
の
語
っ
た
印
象
記
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
や
仏
教
会
は
最
近
再
臨インドネシヤのウエサ力祭

織
さ
れ
、
会
長
に
は
ジ
ャ
ワ
市
助
役
で

陸
軍
大
佐
の
ス
マ
ン
ト
リ
・
モ
ハ
マ
ッ

ド
・
サ
レ
氏
が
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、

年
一
回
の
こ
の
祭
典
に
は
全
国
都
々
う

ら
う
ら
か
ら
大
群
衆
が
お
し
か
け
、
さ

し
も
広
い
場
所
も
全
た
く
う
づ
め
つ
く

さ
れ
た
と
云
う
。

　
一
般
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
イ
ス
ラ

ム
教
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
仏
教
徒
も
年

々
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
掛
仏
教
会
で

は
信
徒
十
万
人
と
称
し
て
い
る
。
が
こ

れ
は
あ
て
に
は
な
ら
な
い
。
目
下
の
国

情
は
イ
ン
フ
レ
で
何
も
か
も
高
価
で
国

民
は
質
素
な
生
活
を
し
て
い
る
が
、
独

立
意
識
が
強
く
、
特
に
ス
カ
ル
ノ
大
統

領
に
対
す
る
忠
誠
は
想
像
以
上
の
よ
う

で
あ
る
。
軍
隊
に
女
子
の
多
い
の
も
こ

の
国
め
特
色
と
云
え
る
。

　
バ
リ
島
な
ど
へ
行
く
と
ヒ
ン
ズ
ー
教

が
盛
ん
で
仏
教
の
遺
跡
も
方
々
で
散
見

さ
れ
た
が
、
人
々
は
未
だ
迷
信
に
左
右

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
仏
教
布
教
の
余

地
は
多
分
に
あ
る
と
思
え
た
。
と
。
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南
ベ
ト
ナ
ム
地
方
選
挙

　
　
　
成
功
裡
に
終
わ
る

　
「
サ
イ
ゴ
ン
発
」
南
ベ
ト
ナ
ム
国
民

は
秩
序
あ
る
自
由
な
選
挙
で
全
国
各
地

の
省
・
市
町
村
議
会
議
員
を
選
出
し
た

　
こ
の
選
挙
は
国
外
で
は
あ
ま
り
関
心

を
ひ
か
な
か
っ
た
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の

民
主
主
義
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
選
挙
は
共
産
主
義
ベ
ト
コ
ン
か
ら
の

反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
功
裡
に
行

な
わ
れ
た
。
ベ
ト
コ
ン
は
宣
伝
放
送
を

通
じ
て
投
票
を
非
難
し
、
一
部
の
地
域

で
は
有
権
者
に
登
録
カ
ー
ド
を
破
り
捨

て
さ
せ
た
。
ま
た
少
な
く
と
も
一
つ
の

場
合
に
は
、
投
票
所
を
襲
撃
し
、
有
権

者
一
人
を
殺
し
、
も
う
一
人
を
負
傷
さ

せ
た
。

　
五
月
三
十
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
の
選

挙
に
つ
い
て
の
完
全
な
数
字
が
す
で
に

判
明
し
て
い
る
が
、
四
百
五
十
万
人
を

わ
ず
か
に
上
回
る
全
登
録
者
の
う
ち
、

三
百
五
十
万
人
近
く
が
投
票
し
た
。

　
南
ベ
ト
ナ
ム
で
は
満
十
八
歳
以
上
の

男
女
が
選
挙
権
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

総
数
は
七
百
万
人
弱
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
　
都
市
や
地
方
の
各
省
で
投
票
状
況
を

視
察
し
た
外
国
の
外
交
官
や
報
告
関
係

者
は
、
投
票
は
円
滑
に
行
な
わ
れ
、
官

憲
が
有
権
者
に
対
し
圧
力
や
強
制
を
加

え
た
形
跡
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

と
報
告
し
て
い
る
。

　
地
方
議
会
は
、
政
務
に
対
す
る
国
民

の
関
与
を
拡
大
す
る
た
め
の
南
ベ
ト
ナ

ム
政
府
の
計
画
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
一
九
六
五
年
四
月
公
布
さ
れ
た
法
律

に
よ
っ
て
、
新
議
会
に
は
、
以
前
存
在

し
て
い
た
地
方
機
関
の
権
限
よ
り
も
は

る
か
に
広
範
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い

る
。
　
新
議
会
は
、
予
算
、
地
元
土
木
事
業

公
共
施
設
運
営
の
よ
う
な
重
要
事
項
を

含
む
当
該
省
市
の
行
政
に
関
す
る
決
定

を
行
な
え
る
よ
う
に
、
な
る
議
会
の
決

定
を
実
施
す
る
の
は
地
方
行
政
官
の
任

務
で
あ
る
。

　
議
会
は
ま
た
、
政
府
計
画
の
実
施
、

資
金
の
支
出
、
地
方
公
務
員
の
公
務
の

性
質
に
関
し
て
調
査
と
勧
告
を
行
な
う

権
限
の
下
に
、
地
方
行
政
を
監
督
す
る

権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
当
選
し
た
四
百
七
十
一
名
の
候
補
者

は
大
部
分
、
各
自
の
地
元
で
人
気
と
尊

敬
を
え
て
い
る
人
々
で
地
元
で
有
力
者

と
さ
れ
て
い
る
医
師
、
教
師
、
小
企
業

経
営
者
、
農
民
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
地
方
選
挙
で
最
も
重
要
な
成
果

の
一
つ
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ベ
ト
コ

ン
の
脅
威
や
テ
ロ
に
よ
る
混
乱
に
か
か

わ
ら
ず
、
自
由
選
挙
が
実
施
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

、

　　7」－▼監　簿・　，♪子　L　　　－潜
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長
野
大
会
開
催
要
項

井
上
靖
氏
が
記
念
講
演

　
　
（
趣
　
　
　
旨
）

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
十
三
回
を
迎

え
長
野
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

今
や
宇
宙
開
発
の
実
現
は
人
類
の
幸
福

を
招
来
す
る
や
否
や
、
実
に
そ
の
運
用

に
あ
り
と
痛
感
さ
れ
る
る
の
時
、
東
南

ア
ジ
ア
の
一
角
に
お
い
て
は
世
界
戦
争

の
危
機
を
は
ら
む
よ
う
な
深
刻
な
様
相

を
み
せ
て
い
る
。

　
文
明
の
進
歩
が
一
切
の
不
安
を
解
き

人
類
を
も
ろ
も
ろ
の
苦
悩
か
ら
は
た
し

て
解
放
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
わ
れ

わ
れ
仏
教
徒
は
こ
の
冷
厳
な
る
現
実
を

直
視
し
今
こ
そ
大
同
団
結
し
て
世
界
の

諸
宗
教
と
提
携
し
、
真
の
平
和
と
人
類

福
祉
の
た
め
の
原
動
力
た
ら
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
当
面
せ
る
い
く
多
の

諸
問
題
に
い
か
に
対
処
す
る
か
、
具
体

的
な
討
議
考
究
を
遂
げ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
年
六
月
一
日

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

記

期
日
　
8
月
2
8
日
（
土
）
午
前
八
時
受
付

　
　
　
1
1
　
2
9
日
（
日
）
の
両
日

会
場
　
長
野
市
民
会
館
・
善
光
寺

定
員
　
二
、
五
〇
〇
名

参
加
申
込

　
1
、
参
加
資
格
　
全
日
本
仏
教
会
加

　
　
　
盟
団
体
の
推
薦
者

　
2
、
参
加
費
　
　
千
円

　
3
、
申
込
〆
切
　
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
厳
守
）

　
4
、
申
込
先
　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
　
　
3
の
一
（
本
願
寺
内
）
全
日
本

　
　
　
仏
教
会
大
会
事
務
局
宛

日
程
　
第
一
日
（
8
月
2
8
日
）
受
付
八
時

　
開
会
式
　
　
　
　
午
前
九
時

　
記
念
講
演
　
　
　
〃
十
時

置
総
会
　
　
　
　
　
〃
十
時
四
十
分

　
ア
ト
ラ
ク
シ
・
ン
（
無
形
文
化
財
諏

　
訪
太
鼓
）
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

　
休
憩
・
中
食
　
　
　
十
二
時

　
各
部
会
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

第
一
部
会
（
全
仏
組
織
・
文
化
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
大
本
願

第
二
部
会
（
全
仏
総
務
・
国
際
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
寛
慶
寺

第
三
部
会
（
仏
婦
活
動
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
市
民
会
館

第
四
部
会
（
仏
青
活
動
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

第
五
部
会
（
担
信
徒
教
化
関
係
）

　
　
　
　
　
於
　
大
勧
進

　
第
二
日
（
8
月
2
9
日
）
受
付
八
時

　
　
　
　
　
三
十
分

　
総
会

　
閉
会
式

観
光
出
発

宿
泊
①②

午
前
九
時

午
前
十
一
時
三
十
分

午
後
二
時
（
予
定
）

宿
泊
費
千
三
百
円

　
　
　
　
（
一
泊
二
食
）

申
込
先
　
長
野
市
善
光
寺
大

勧
進
大
会
事
務
局
宛

観
光
①
A
コ
ー
ス

○

△
（
行
程
）

　
　
　
善
光
寺
－
雲
上
殿
（
参
拝
）

　
　
　
一
雲
上
豊
中
ー
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

　
　
　
1
地
摺
山
頂
1
（
有
料
道
路
）

　
　
　
一
戸
隠
飯
綱
高
原
（
大
座
法
師

　
　
　
池
、
一
の
鳥
居
）
1
雲
上
殿
1

　
　
　
（
遊
覧
）
一
往
生
地
リ
ン
ゴ
狩

　
　
　
り
1
長
野
駅
（
散
会
）

　
　
　
B
コ
ー
ス

　
○
　
善
行
寺
遊
覧
と
上
山
田
温
泉
い

　
　
　
で
湯
の
旅
、

　
　
　
料
金
二
千
五
百
円
（
一
泊
二
食
）

　
△
（
行
程
）

　
　
　
善
行
寺
一
嘗
上
殿
（
参
拝
）
1

　
　
　
（
遊
観
）
1
上
山
田
温
泉
泊
（

　
　
　
一
級
旅
館
）

　
　
　
C
コ
ー
ス

　
○
　
志
賀
高
原
観
光
と
渋
温
泉
い
で

　
　
　
湯
の
旅

　
　
　
料
金
三
千
円
（
一
泊
二
食
）

　
△
（
行
程
）

　
　
　
善
行
寺
－
志
賀
高
原
観
光
（
丸

　
　
　
池
）
1
渋
温
泉
泊

　
②
宿
泊
、
観
光
の
申
込
先

　
　
　
長
野
市
善
光
寺
大
勧
進

　
　
　
　
　
大
会
事
務
局
宛

　
　
電
話
0
2
6
2
2
②
2
1
6
2

　
（
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
全
学
組
織

局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
電
話
㈲
0
3
1
3
）

善
光
寺
甕
戸
隠
飯
綱
高
原
酬

観
光
と
リ
ン
ゴ
狩
り
　
　
　
　
’
｝

所
用
時
間
三
時
間
　
　

料
金
　
　
　
七
百
円
　
　
　
　
　
酬 へ

ぜ
し
ご
ど
た
ク
ロ
ぞ
ミ
ぞ
へ
ど
た
で
し
タ
　
ぞ
ヵ
く
ど
ぬ
ぜ
　
ぜ
ぞ
　
ご
ぜ
ね
ま
ぐ
り
ぞ
た
ぜ
し

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

晒
　
　
大
会
協
賛
　
　
　
　
　
　
〃

ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

W
特
別
公
演
「
天
平
の
い
ら
か
」
　
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
進
座

8
月
2
8
日
夜

　
　
2
9
日
昼
夜

～
、
’
覧
～
句
f
軸
，
、
、
‘
馳
ま
～
廟
’
亀
」
へ
、
‘
｛
隔
《
、
‘
～
、
ぜ
、
～
9
｛
、
ノ
覧
℃
《
、
’
、
涯 6～～～～～～～～

　
　
講
習
会
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
会
場
は

　
　
　
　
　
　
心
の
ふ
る
さ
と
薬
王
院
に

　
旧
、
会
場
周
・
会
場
で
あ
る
高
尾
山
薬
王
院
は
、
交
通
至
便
（
新
宿
発
国
電
で

　
　
囲
の
環
　
四
十
五
分
高
尾
駅
下
車
バ
ス
七
分
）
に
し
て
、
秩
父
山
系
の
南

　
　
境
　
　
　
端
「
東
京
都
立
自
然
公
園
」
の
中
心
に
位
し
、
海
抜
六
〇
三
米

　
　
　
　
　
　
全
山
諺
蒼
た
る
大
原
始
林
（
植
物
一
〇
五
〇
種
）
に
覆
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
白
谷
は
極
め
て
深
く
、
岩
石
多
き
を
も
っ
て
、
清
流
い
た
る
と

　
　
　
　
　
　
こ
ろ
滝
泉
（
琵
琶
・
黒
滝
の
両
水
行
道
場
）
を
呈
し
、
特
に
夏

　
　
　
　
　
　
は
凍
風
に
恵
れ
た
静
か
な
山
で
、
し
か
も
「
混
虫
、
鳥
獣
の
保

　
　
　
　
　
　
護
地
区
」
　
（
子
虫
四
、
○
○
○
種
、
野
獣
は
候
鳥
を
含
め
一
〇

　
　
　
　
　
　
〇
種
）
に
指
定
さ
れ
た
一
大
仙
境
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
山
頂
大
見
晴
台
に
立
て
ば
、
関
東
の
平
野
と
主
要
都
市
の
全
貌

　
　
　
　
　
　
も
蛭
子
で
き
、
南
は
相
模
丘
陵
を
越
え
て
遠
く
夢
の
江
の
島
を

　
　
　
　
　
　
望
み
、
西
は
大
山
、
丹
沢
の
遠
峰
を
収
め
て
、
右
に
秀
麗
富
士

　
　
　
　
　
　
を
仰
ぎ
、
北
は
紫
紺
の
秩
父
連
山
を
ひ
か
え
、
そ
の
素
晴
し
い

　
　
　
　
　
　
展
望
は
、
雄
大
に
し
て
壮
厳
、
私
達
の
胸
を
打
つ
感
動
は
筆
舌

　
　
　
　
　
　
に
尽
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
高
尾
－
若
芽
・
若
葉
の
樹
海
の
美
・
薫
風

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
高
尾
－
鮮
緑
の
樹
蔭
・
涼
風
・
夜
景
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
高
尾
－
紅
葉
・
名
月
の
美
・
郡
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
高
尾
－
疎
林
・
寒
月
の
冴
え
・
雪
の
美

二
、
会
場
内
・
会
場
は
、
人
員
に
よ
り
大
客
殿
、
そ
の
他
客
室
を
当
て
、
机
・

　
　
の
設
備
　
黒
板
・
マ
イ
ク
な
ど
準
備
し
五
人
～
十
人
よ
り
最
大
一
三
〇
人

　
　
　
　
　
　
位
ま
で
奉
仕
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ご
希
望
に
よ
り
法
話
も
致
し
ま
す
の
で
計
画
し
て
戴
け
れ
ば
幸

　
　
亀
　
　
　
い
に
存
じ
ま
す

三
、
奉
仕
料
・
お
食
事
は
、
名
物
の
「
高
尾
山
精
進
料
理
」
で
一
人
一
泊
（
三

　
　
　
　
　
　
食
付
）
一
、
三
〇
〇
円
位
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
他
お
飲
物
は

　
　
　
　
　
　
、
各
位
の
ご
希
望
に
よ
り
取
扱
い
ま
す
。

　
会
場
利
用
を
ご
希
望
の
お
方
は
当
院
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

相
談
賜
り
度
く
、
又
右
の
よ
う
な
集
会
と
は
別
に
来
山
ご
希
望
の
お
方
は
昼
食

四
五
〇
円
、
一
泊
（
二
食
付
）
九
五
〇
円
で
奉
仕
（
料
理
は
高
尾
山
精
進
料
理

致
し
て
居
り
ま
す
が
こ
れ
も
前
も
っ
て
お
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
本
山
高
尾
山
薬
王
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
浅
川
十
五
・
十
七
、
広
報
課
）

ぞ
、
‘
～
、
‘
～
、
《
ご
～
働
’
覧
～
D
｛
～
～
、
｛
～
、
’
、
～
、
亀
｛
～
、
‘
～
、
｛
～
ζ
‘
～
腎
｛
～
覧
‘
ピ
～
、
’
し
～
、
‘
～
～
、
｛
～
、
｛
～
、
｛
～
2
、
ご
．
，

　
　
タ
イ
国
法
王
逝
去

　
タ
イ
国
法
王
ソ
ム
デ
ッ
ク
・
プ
ラ
・

ア
リ
ヤ
ワ
ソ
サ
ガ
タ
ヤ
ナ
大
僧
正
は
か

ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
が
、

ウ
エ
サ
カ
の
日
の
五
月
十
五
日
午
前
二

時
二
十
分
に
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
病
院
で

九
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
ぢ
ら
れ
た
。
プ

ミ
ポ
ソ
皇
帝
は
十
五
日
間
喪
に
服
す
ご

と
を
国
民
に
宣
言
し
、
百
日
以
内
に
火

葬
の
儀
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
お
詑
び

　
前
号
全
仏
通
信
三
頁
の
記
事
に

第
七
回
参
議
院
議
員
候
補
者
黒
木
利
克

氏
の
推
せ
ん
宗
派
中
「
真
言
宗
大
覚
寺

派
」
が
脱
落
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
お
詑
び
い
た
し
ま
す
。

一　　一　　一一

鵬｝
「曽 b・5、


